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第４ 漏水防止

将来にわたる安定給水のためには、水源の確保が不

可欠だが、同時に取水した水を可能な限り有効に利用

していくことが重要である。

一方、都内に布設された配水管の延長は、地球３分

の２周にも相当する２万 7,520ｋｍに及び、また、各

家庭や事業所にはそれぞれ給水管が布設されている。

これらの給・配水管は、材質劣化、腐食性土壌による

影響、道路交通や工事等の影響等により、常に漏水の

危険にさらされている。

漏水は、貴重な水資源の損失であるばかりではなく、

出水不良、道路陥没、建物への浸水等の二次被害をも

たらす危険性がある。

このため、当局は主要施策として、漏水防止対策に

積極的に取り組んでいる。

１ 漏水の現状

令和５年度において、漏水量は、59,717 千㎥で、

年間配水量に対する比率（漏水率）は、3.9％であった。

また、令和５年度の漏水修理件数は、7,885 件であ

ったが、その約 96％の 7,607件は、給水管で発生して

いる。

図３－21 令和５年度漏水修理件数の管用途別比率

当局では、「水道管の計画的な取替え・管材質の向上」、

「漏水の早期発見・早期修理」及び「高い漏水防止技

術の確保」を柱として取り組んでいる。

図３－22 漏水防止対策の体系

（１）水道管の計画的な取替え・管材質の向上

ア 配水管（取替困難管、初期ダクタイル管等）の取替え

  これまで外部衝撃に弱い高級鋳鉄管などを昭和40

年代から、粘り強く強度の高いダクタイル鋳鉄管へ順

次更新してきており、令和５年度末で99.9％が完了し

ている。

取替困難管       耐震継手管

※取替困難管 埋設物が輻輳
ふくそう

する場所等、

施工が困難な場所に残存する

布設年度が古く、漏水リスク

の高い管の総称

※初期ダクタイル管 ダクタイル鋳鉄製の直管と

高級鋳鉄製の異形管が混在し

ている管の総称

※耐震継手管 継ぎ手部に抜け出し防止機

能を有したダクタイル鋳鉄製

の管及び鋼管

※ダクタイル鋳鉄 鋳鉄に含まれる黒鉛を球状

化させたもので、鋳鉄に比べ、

強度やじん性にも富んでいる

２ 漏水防止対策
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図３－23 ダクタイル化率と配水管自然漏水修理件数の推移（左図）及び給水管のステンレス化率と漏水率（右図）

イ 私道内給水管整備

私道には、給水管が長距離かつ複数本布設されてい

る所もあり、漏水や出水不良の大きな原因の一つとな

っている。そこで、給水管を整理・統合するため、給

水栓が３栓以上ある私道を対象に配水小管を布設し、

既設給水管をステンレス鋼管に取り替えることによ

り、漏水の未然防止を行っている。

また、給水栓が２栓以下の私道についても塩化ビニ

ル管等をステンレス鋼管に取り替える施策を行ってい

る。

ウ 給水管の材質改善作業

道路下の鉛製給水管による漏水の低減を目的として、

昭和 57 年度から配水管から分岐する鉛製給水管をス

テンレス鋼管に取り替える事業を開始した。そして、

平成 18 年度末までに私道又は宅地内メータまでの鉛

製給水管をおおむね解消した。

エ 長期不使用給水管整理

空き家など管理が不十分な給水管が長期間残される

ことで、漏水の発見の遅れにつながる。このため、漏

水リスクを回避し、給水環境の適正化を図っていく観

点から、耐震継手化が完了した配水管から分岐し、か

つ使用中止期間が５年以上経過している長期不使用給

水管について、お客さまの同意が得られた場合に当局

が撤去する施策を行っている。

図３－24 私道内給水管整備施工例

波状ステンレス鋼管
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図３－25 給水管の配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）漏水の早期発見・早期修理 
 

ア 計画作業（地下漏水への対応） 

 

 計画作業とは、配水小管を一定の延長で区画に分け、

地下に潜在する漏水を計画的に発見・修理するもので

ある。 

（ア）巡回調査作業 
 巡回調査作業とは、各家庭のメータに音聴棒を
当て漏水の有無を調査する各戸調査や交通量が少

なく騒音の少ない夜間に電子式漏水発見器で漏水

箇所を特定する音聴調査等を行うものである。 
（イ）漏水測定調査作業  
  漏水測定調査作業とは、震災時における早期通

水ルートの確保をイメージしながら、断水確認・

排水作業等を行うとともに、最小流量（漏水量）

の測定を行うものである。 

 

イ 機動作業（地上漏水への対応） 

 
地上に流出した漏水は、都民からの通報や職員のパ

トロールにより発見し、即日修理することを原則とし

ている。 
区部においては、夜間及び休日における漏水修理及 
び緊急事故時等の応急措置のため、各支所に局職員が

待機している。 
また、漏水修理のために、修理業者を待機させてい 
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多摩地区においても、局職員及び政策連携団体職員

が待機しており、区部同様、漏水修理のために、修理

業者を待機させている。 
 
表３－８  令和５年度作業実績 

修理件数（件） 修理件数（件）

7,612 12

273 266

7,607

7,885 7,885

給水管

計 計

作業種別 管用途別

機動作業 配水本管

計画作業 配水小管

 
 

緊急漏水修理工事（地上漏水防止対策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子式漏水発見器を用いた漏水調査 

（地下漏水防止対策） 

 

（３）高い漏水防止技術の確保 
  

 

 

 給水装置とは、配水管又は他の給水管から分岐して

家庭等に引き込まれた給水管及びこれに直結している

給水用具のことである（図●-●参照）。 

 給水装置は、私有財産であり、給水装置の設置及び

維持管理は、その使用者又は所有者等が行うことにな

っている。しかし、配水管の分岐部からメータまでの

自然漏水等については、漏水を早期に防止し、水の有

効利用の徹底を図るため、局が修繕を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 給水装置 

（ 公  私  境  界 ） 

配水小管 

ステンレス製サドル付分水栓用ソケット 

道路 

明示杭 

 

宅地 

保温材付き 
メータます 

メータ 

仕切弁Ａ 
メータソケット（めねじ） 

０．３ｍ以上 

エルボ 

給水管 流し 

水栓エルボ 

水栓 

 

基礎 

防寒 

波状ステンレス鋼管 

ステンレス製サドル付分水栓 

お客さまの費用で取り

替えていただく部分 水道局で取り替える部分 

お客さまの財産 
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都市化の進展に伴い、都市騒音・道路交通量の増大、

舗装の高級化など、漏水防止作業を取り巻く環境は、

著しく悪化してきている。 
当局では、「漏水を発見する技術」と「漏水を予防

する技術」の二つの観点から、常に技術開発に努め、

新たな調査機器等の開発に取り組んでいる。これまで

に開発及び改良を行った機器には、電子式漏水発見器、

最小流量測定装置、相関式漏水発見装置、時間積分式

漏水発見器、透過式漏水発見器、管内調査ロボットな

どがある。 

    

管内調査ロボット 

 

 

３ 漏水防止対策の効果 

 

 約 70年前の昭和 30年度には 20％、平成４年度でも

10.2%であった漏水率は、漏水防止対策を積極的に進め

た結果、令和５年度には 3.9%となり、世界最高水準の

低い漏水率となっている。 

 漏水防止対策は、貴重な水資源の有効利用に資する

だけではなく、浄水や送配水過程でのエネルギー消費

を低減させることができ、地球温暖化防止にも有効な

対策である。 

 

〔漏水防止対策の効果〕 

（１）水資源の有効利用 

（２）道路陥没等二次的災害の未然防止 

（３）エネルギー消費量及びＣＯ２排出量の低減 

（４）無収水量の低減による経営の安定化 
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図３－26 配水量・漏水量・漏水率の推移 
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図３－26 配水量・漏水量・漏水率の推移 
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